
i835

必尿 紀 要30巻12号

1984年12月

膀 胱 マ ラ コ プ ラ キ ア の1例

大阪府立成人病センター泌尿器科(主 任:古 武敏彦部長)

幸 田 憲明 ・亀 井 修 ・織田 英昭 ・細木 茂

木 内 利明 ・黒 田 昌男 ・三木 恒治 ・清原 久和

宇佐美道之 ・古武 敏彦

A CASE OF VESICAL MALACOPLAKIA

Noriaki KOHDA, Osamu KAMEI, Hideaki ODA, Shigeru  SAIKI, 
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         Hisakazu  KIYOHARA, Michiyuki USAMI 

               and Toshihiko KOTAKE 
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                   (Chief: Dr. T. Kotake)

   A 44-year-old woman was admitted to our hospital, complaining of terminal hematuria. On 

cystoscopy four yellow and soft nodular masses were observed in the bladder, one of which had central 

ulceration. 

   TUR was performed for these masses. Histological examination revealed that they were vesical 

malacoplakia. The masses consisted of aggregates of macrophages with abundant cytoplasma in 

which typical Michaelis-Gutmann bodies were demonstrated by light and electron microscopies. 
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緒 言

マ ラ コプ ラキ アは,1902年,Michaelisお よ び

GutmannDに よ って 報 告 さ れ,1903年 に,von

Hansemann2)に よ り命 名 され た 疾 患 で あ る.本 症 は,

病 理 組 織 学 的 にMichaelis-Gutmann小 体(以 下

M-G小 体 と略 す)を 有 す る組 織 球 の,粘 膜 下層 へ の

浸 潤 を特 徴 とす る肉 芽 腫性 炎 症 で あ る,

膀 胱 マ ラ コ プ ラキ ア報告 例 は,近 年 よ く見 受 け られ

る よ うに な った.わ れ われ も最 近1例 を 経 験 した の で,

若 干 の文 献 的 考 察 を 加 え,報 告 す る.

症 例

患者:44歳,女 性

主 訴:排 尿 後 出血

既 往 歴 ・家 族 歴:特 記 す べ き こ とな し・膀 胱 炎 の既

往 な し。

現病 歴=1982年10月3H,排 尿 後 出血 に 気づ き・ 以

後 も症 状 不 変 の た め,1983年4月28日,当 科 を初 診.

現症:体 格,栄 養 中 等度.眼 瞼 結 膜,眼 球 結膜 に貧

血,黄 疽 を認 め なか った.胸 部 に 異 常 所 見 な く,腹 部

は 軟 で圧 痛 な く,肝,脾,両 腎触 知 せ ず,外 性 器 な ど

に も異 常 を認 め なか った.

検 査 所 見:

血 沈:1時 間値17mm,2時 間値38mm.

一 般 検 血:RBc444×Io`/mm3
,HgbI3。29/dl,

Hct41.o%,wBC5,940/mm3,Platelet23.3×104/

mm3

血 液 生 化 学:T.Proteinフ.79/dl,Alb4.49/dl

T。Bilo.4mg/dl,Alp581u/1,GoTl611u/1,GPT

llIu/l,LDHl821u/1,Na143mEq/1,K4.omEq/

1,cllo8mEq11,BuNllmg/d1,creatininco.7

mg!dl,ca8.9mg/dl,P3.4mg/dl

IgG1,548mg/dl,IgM210mg/dl,IgA285mg/dl

検 尿:蛋 白(一),糖(一),pH5.0,RBC<2/

HPF,wBc3～20/HPF
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尿細胞診は,3回 施行するも,す べて陰性で あっ

た.

尿細菌検査は,5回 施行するも,す べて陰性であっ

た,

排 泄性腎孟造影にては,上 部尿路に著変を認めず,

また,膀 胱造影にても,陰 影欠損は認め られなかった

(Fig.1,2).

膀胱鏡にて,後 壁に2個,両 側壁に各1個,計4個

の,周 囲との境界鮮明な,黄 白色の小豆大以下の,コ

イン状の隆起性病変が認められた(Fig.3～6).右 後

壁の病変には,中 心部ec潰 瘍が認められた(Fig.7).

経尿道的超音波検査にても,筋 層の変化は認められ

なカ・った(Fig.8).

以上 の諸検査により,膀 胱マラコプラキアを強く疑

い,1983年5月11日,経 尿道的に腫瘍を切除した.

病理組織学的所見:H・E染 色で,移 行上皮下の粘

膜固有層に,ヱ オジン好性の組織球が主 と してみ ら

れる.ま た,リ ンパ球の浸潤もともなっている(Fig.

9).

組織球の細胞には,中 心部がヘマ トキシリンに濃染

し,周 囲に明景をもち,さ らにその周囲にヘマ トキシ

リン濃染のリングを有する鳥の目様の円形封入体,す
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Fig。4.後 壁 右 内 側 腫瘤

Fig.5.後 壁 右 外 側 腫瘤

なわちM-G小 体を認めた(Fig.10).

電子顕微鏡所見:M-G小 体は,中 心部の高電子密

度の結晶様構造物と,そ れを層状に とりまく電子透過

性の層と,そ の外周の高電子密度の膜様構造物の3層

からなっている(Fig.11).

考 察

1981年,Michaelisお よびWilliam3)は,Malaco-

ptakia153例 に つ い て集 計 して い るが,そ れ に よる と,

発生 部 位 に 関 して は,153例 中 尿 路 系 が58%で あ り,

膀 胱 が40%,尿 管11%,腎 孟10%,ま た 腎 孟 尿 管 移 行

Fig.6.左 側 壁 腫 瘤

部2%,尿 道2%で ある.そ のほかの部位としては,

腎実質16%,精 巣12%,後 腹膜12%,消 化管12%で あ

る.さ らに,前 立腺,精 巣上体,小 脳,脊 椎,肺,心

内膜,心 弁膜,膵 臓,副 腎,扁 桃,皮 膚,膣 などの報

告をみる.

膀胱マラコプラキアの性比に関しては,女 性に多い

とされている.本 疾患が女性に多い理由は,文 献上あ

きらかではないが,本 疾患の成因として,大 腸菌によ

る慢性感染症が重要であるとされていることから,解

剖学的理由により,女 性に慢性膀胱炎が多いことが一

因となっているのではないかと推測される.
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Table1.年 齢 お よび 性 別

男 性 女 性 計

0～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～79

80～

不 明

2

1

1

1

2

10

10

9

10

1

3

2

12

11

10

10

2

3

計 5 45 50

本邦 に お け る膀 胱 マ ラ コプ ラ キ アの 報告 例 は,1965

年 の佐 々木 ら6)の 報告 以 後,自 験 例 を 加 え て50例6～46)

とな って い る.こ れ ら50例 に つ いて 記 載 の あ き らか な

事 項 に 関 して 分 析 を加 えた.

性 比 は91と 女 性 に 圧 倒 的 に多 い.年 齢 は27歳 か

ら88歳 まで,ピ ー クは40歳 か ら49歳 ま で と な って い る

(Tablc1).

臨 床 症 状 は,肉 眼 的 血 尿15例(30%),膀 胱炎 症 状

10例(20%),排 尿 痛9例(18%),頻 尿8例(16%),

終 末 時 出 血7例(14%o)で あ る.さ らに 排 尿 後不 快 感,

発 熱,排 尿障 害 を訴 え る もの もあ る(Table2).

確 定 診 断 は,経 尿 道 的 生検,ま た は 手 術 に よる摘 出

標 本 に て,M-G小 体 を 確認 す る事 に よ り行 なわ れ る

が,全 例 に お い てM-G小 体 が証 明 され て い るわ け で

は な い.

尿 細 胞 中にM-G小 体 を 認 め る こ とに よっ て も診

断 可 能 とい う報 告27・30・40)もあ るが,本 例 に て は,3回

尿 細 胞診 を施 行 す る も,い ず れ も陰 性 で あ った(Ta-

ble3).
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肉眼的血尿
膀胱炎症状
排尿痛
頻 尿
終末時出血
排尿後不快感
発 熱
排尿障害

15i列(30%)

10例(20%)

9例(18%)

8伊 』(16%)

7例(14%)

3例(6%)

3例(6%)

3例(6%)

Table3.尿 細 胞 中M-G小 体 陽性 率

陽 性5(10%)

陰 性7(14%)

不 明38(76%)

Table4.尿 大 腸菌 陽 性 率

陽 性

陰 性

不 明

32(64%)

4(8%)

14(28%)

Table5.腫 瘍 局 在

1)三 角 部

2)後

3)側

4)前

5)頂

6)頸

7)全

壁

壁

壁

部

部

体

3

16

13

4

12

6

12

本症の成因については,大 腸菌の関与が考えられて

いる.ち なみに尿細菌培養検査により,大 腸菌が証明

された症例は,50例 中32例(64%)で あ った.本 例に

ては,5回 尿細菌培養検査を施行 したが,い ずれ も陰

性であった(Table4).

膀胱鏡所見は,一 般的に,白 色,カ ナリア黄色,黄

褐色の,米 粒大から超母指頭大の,円 形から楕円形の

隆起性病変で,中 心部に膀窩を有することが多く,本

例でみられたような,中 心部に潰瘍化のみられるもの

もある,

腫瘍の局所をみると,多 くの症例は,多 発性,散 在

性であるが,と りわけ,後 壁,側 壁,頂 部に多く,三

角部,頸 部,前 壁には比較的少なく,嚢 胞性膀胱炎が

三角部に多く,後 壁,側 壁,頂 部に少ないことと対照

的である(Table5).

本症 の成因については,さ まざまの説があるが,い

まだ定説はない.Lowお よびTeplitz4),土 屋15)に

よれば,電 顕的にmacrophage内 に さまざまの程度

に消化された 大腸菌の存在を認めた ことか ら,成 因

としては,大 腸菌による慢性感染症が重要であるとさ

れてお り,細 菌の崩壊産物を含むphagolysosomeの

内容が融解 し,リ ン酸カルシウム,鉄 などが沈着する

ことに よりM・G小 体が形成 されると考えられてい

る,

しかしながら,反 面,大 腸菌感染症における本疾患

の発現率はきわめて低いことより,感 染という攻撃因

子だけではな く,宿 主側の免疫 学的 関与も問題とな

る.

Abdowら5)は,患 者単核球内ではc-GMPの 量

的低下および殺菌能の低下がみられ,さ らに,培 養し

た患者単核球にchorinergicagonistsを 投与すると,

c-GMPが 増加し,単 核球機能が良化することから,

本剤を投与し,臨 床的にも良好な成績を得ている.

膀胱マラコプラキアに対する治療方法を,記 載のあ

きらかな症例についてみると,化 学療法が12例 に施行

されてお り,治 癒6例,不 変3例,不 明3例 である.

っ ぎにTURが8例 に施行されてお り,治 癒5例,

再発1例,不 明2例 である.開 放手術では,腫 瘍単純

切除術が2例,膀 胱部分切除術が1例,膀 胱全摘術が

1例 である.cholinergicagonist投 与は1例tcお こ

なわれているのみであるが,腫 瘍は ほぼ 消失してい

る.

われわれの症例については,TURを お こない,術

後4ヵ 月目の現在,再 発は認めていないが,膀 胱全体

に多発するものや,再 発を くり返すものに対しては,

cholincrgicagonistに よる治療効果に期待がもちう

る.

結 語

44歳,女 性にみられた膀胱マラコブラキアの1例 を

経験 した.

本症例は,本 邦文献的に50例 目に当た り,経 尿道的

切除術をおこない,良 好な経過を示 している.
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1979

23)片 寄 功 一 ・小林 正 人 ・熊川 健二 郎=膀 胱 マ ラ コプ

ラキ ア の1治 験 例.日 泌 尿 会誌70:261,1979

24)小 林 誠 一 ・金 森 弘 明 ・広 田 紀 男 ・斎 藤 建 ・徳 江

章 彦 ・マ ラ コプ ラ キ アの2例 一 電 顕 的 観 察 を主 と

して.日 病 会 誌68(補 冊):51,1979

25)河 内実 世 ・中 山 健:膀 胱 マ ラ コプ ラキ アの一 例.

宮 崎 医 会 誌3;121～126,1979

26)雷 金 渓 ・平 田哲 郎 ・熊 沢 浄 一:膀 胱 マ ラ コ ブ ラ

キ ア。 西 日泌 尿41:779～784,1979

27)鷲 塚 誠 ・白井哲 夫 ・細 田 和成 ・石 渡大 介 ・稲 田

俊雄 ・有 輪 六 朗 ・大和 田文 雄 ・福 井 厳 ・和 久 井

守 ・青 木 望 ・尿剥 離 細 胞 診 に よる膀 胱 マ ラ コ ブ

ラ キ ア の診 断.日 泌 尿会 誌70=104ユ,1979

28)小 林 徹 治 ・並 木 重 吉 ・渡 辺 験 七 郎:膀 胱 マ ラ コ プ

ラキ ア の1例.日 泌 尿会 誌71:298,1980

29)非 口厚 司 ・伊 藤 健 治 ・中 山 健:膀 胱 マ ラ コブ ラ

キ ア の1例.日 泌 尿 会誌71・298,1980

30)大 滝 幸哉 ・荒 武 八 起 ・上 村 洋 之 助 ・永 友和 之 ・石

沢靖 之 尿 細 胞 診 で 推定 し得 た 膀 胱Malakopla-

k三aの1例.西 日泌 尿42=443～447,1979

31)西 田 享 ・草 階 佑 幸 ・大越 隆一 ・石 倉 正 嗣 ・佐 藤

業連=膀 胱 マ ラ コ プ ラキ ア の1例.日 泌 尿 会誌

72:782,1981

32)三 浦 一 陽 ・深 沢 潔 ・沢 村 良勝 ・安 藤 弘 ・北 沢

吉 昭:膀 胱MalakOPlakiaの2例.日 泌 尿 会 誌

72:111,1981

33)桝 鏡 年 清 ・宮 内 大成 ・伊 藤 晴 夫 ・島崎 淳:膀 胱

マ ラ コ ブ ラキ ー の1例.日 泌 尿 会誌72・111,

1981

34)陶ILI文 三 ・石 正 臣 。難 波 紘二 。板垣 哲朗:膀 胱

マ ラ コブ ラキ アの1例.日 泌 尿 会 誌72:782,

1981

35)久 島 貞一 ・有 馬 滋 ・波 治武 美 ・高 村 孝 夫:膀 胱

マ ラ コプ ラ キ アの1例.西 日泌 尿43:745～748,
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1980

36)庄 吉 義 光 ・米 田 文 男 ・福 川徳 三 ・香 川 征=膀 胱

マ ラコ プ ラ キ アの2例.日 泌 尿会 誌72:617,

1981

37)米 田健 二 ・水 谷 雅 己 ・松 本 暁:膀 胱 マ ラ コ プ ラ

キ ア の1例.西 日泌 尿43=175,1981

38)鈴 木 隆志 ・根 本 良 介 ・加 納 正 史:膀 胱 マ ラ コプ ラ

キ ア の一 例.秋 田農 村 医 会 誌27:44～45,1981

39)三 井 久 男:回 腸 導 管 に よ り血 液透 析 を離 脱 せ しめ

え た 膀胱 マ ラ コプ ラキ アの1例.共 済 医 報30=

240,1981

40)鷲 塚 誠:膀 胱 マ ラ コ プ ラキ ア とそ の剥 離 細 胞 診

日臨 細 胞 会 誌20:341,1981

41)五 明田 学:Malakoplakiaの2例.日 病 理 会 誌

70:149,1981

12号1984年

42)三 井 久 男 ・森 口隆 一郎 ・小川 忠 ・玉 井秀 亀 ・星

長 清 隆 ・長 久保 一 朗;血 液 透 析 後,膀 胱 全 摘 術 お

よび 回 腸 導 管 造 設 術 を 施 行 した膀 胱 マ ラ コプ ラキ

ア の1例.臨 床 泌 尿36:167～171,1982

43)朴 勺 ・高 山 秀 則 ・友 吉 唯 夫:膀 胱 マ ラ コプ ラキ

ア の1例.泌 尿 紀 要28:579～586,1982

44)元 井 信 ・森 真 理 子 ・蔵 重 亮 。荒木 徹3膀

胱Malakoplakiaの1例.日 臨 細胞 会誌21:

365,1982

45)山 崎 彰 彦 ・久 米 隆 ・大 上和 行 ・福 重 満:膀 胱

マ ラ コプ ラキ アの1例.日 泌 尿会 誌73:946,

1982

46)山 田芳 彰:膀 胱 マ ラ コ プ ラキ アの1例.日 泌 尿会

誌73:1343,1982

(1984年5月3旧 受 付)




